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     言語不通の為、文武官吏の不便を感ずる事意外に強く、百数十名の陸軍通訳ありと雖も、臺北 











     地方の土民を尋問するに、譯を重ねて而して尚不通の語を聞くこと間々有之、況や憲兵警察官 
     の如き、少数相離れて職務に従事する者にありては、一々譯訳を附する能はず假令之を附する 
     も、官話を談ずる土民を、其の中間に使用する不便あり、従って危険も亦、其の間に生ぜざる 
















































































































                                    







































































1. 時間制度の確立：1895年総督府は東経 120度の子午線の時間を標準時間とし、日本との時差を 1時
















































    第一節 日本殖民地時代以前の台湾漢詩の発展 
    第二節 詩社の組織と日本殖民地文人の交流 
    第三節 皇民化政策下での抗日と「漢体和魂」の詩作 
第三章 台湾新文学運動の興新と発展 
    第一節 台湾新文学の興起 
    第二節 新旧文学、台湾語文と郷土文学論争 






























































































Education Society of Japan）」である。この学会は異文化コミュニケーション研究の学際性、多面性
を強く意識し、日本における異文化コミュニケーションの研究教育活動を積極的に展開しようとしたの






不定期に紀要『異文化コミュニケーション（Journal of Intercultural Communication） 』を刊行する
など、充実した活動が展開されている。 
また、神田外語大学付属「異文化コミュニケーション研究所（Intercultural Communication 









ション 1ことばと文化』、『異文化理解とコミュニケーション 2 人間と組織」（三修社、1994年）、
古田暁監修『異文化コミュニケーション:新・国際人-の条件[改訂版]』（有斐閣、1996年）、鍋倉健悦
『異文化間コミュニケーション入門』（丸善、1997年）などがある。 















                                    
17石井敏、久火昭元、遠山淳『異文化コミュニケーションの理論 新しいパラダイムを求めて』有斐閣ブックス、（2001年）、10-38ページ 


























































































































































































































































































































































その他、尾崎秀樹「決戦下の台湾文学」 『近代文学の傷痕』 岩波書店（1991年 6月 14日）103‐193
ページと、垂水千恵の「台湾人作家のアイデンティティーと日本―周金波の近代観」 『台湾の日本語文




























































































































































































































府試有名送院、院試取中、准充入太學（天興・万年の 2州では 3年間に 2度試験を実施する。州試験に
合格した者は府学に進み、府試験に合格した者は学院へ進む。学院試験に合格した者は太学で学ぶ事が
出来る）」と定めている。鄭成功の太学生時代は、「仍按月月課、三年取中式者、補六官内都事、擢用











































































































































































































































































































書房の数：臺北県 93箇所・淡水支廰23箇所・基隆市廰31箇所・新竹支廰 151箇所・宜蘭支廰40箇所・臺中縣 111箇所・彰化支廰134箇
所・苗栗支廰 39箇所・雲林支廰 25箇所・埔里社支廰3箇所・臺南縣138箇所・嘉義支廰73箇所・鳳山支廰160箇所・恆春支廰 23箇所・
臺東支廰1箇所・澎湖島廰 81箇所。 


























































として共に詩作を行った。その後 10月 3日第 30号では、有陳洛の「龍山寺観月会跋」（駢文）がある。

















































































































































































































































                                    
82『台湾日日新報』、6627号、（1918年12月1日） 






















読書、習字等各教科が国語課とされ、漢文課は独立して 1 科となり、毎週 5 時間と改められた86。1907
年 2月 26日「公学校規則中改正」公布では、5、6学年の漢文課の授業時間数は毎週 4時間に短縮され
た87。1912年 2月１日「公学校規則中改正」公布により、3、4学年の漢文課の授業時間数は週 5時間か












89『台湾教育沿革誌』上、323ページ   
90『台湾教育沿革誌』上、356・380ページ   

























































































































































































































































































































































ほか、1919 年に頼和は「感懐」という 1 詩で、「文章声誉吾無分、枉作皇朝聖世民」、そして 1923 年
に『台湾』4 年 4 号で発表した「最新声律啓蒙」で「蕃和漢、北中南」と書き、この漢詩は全ての民族
の融和を意味している。 



















































































































































































































































































の時期区分にも異なる見方がある。台北帝国大学講師の島田謹二が 1941年 5月『文芸台湾』2巻 2号に
発表した一篇の論文「台湾文学的過去、現在和未来（台湾文学の過去、現在、未来）」は最も早く台湾
で作られた文芸作品の時期区分で、台湾新文学分を 3期に区分している。 
1、1895年（明治 28年）の台湾割譲から日露戦争後の 10 年間で、旧文学である漢詩漢文の最盛期で
あり、日本人と台湾人の両者が旧文学を推し進めた。 
2、1905年（明治 38年）以後、昭和初期までの約 25～26 年間で、漢詩、漢文に代わり俳句、短歌、
新体詩が次第に主体となった時期である。同時期の中国新文学革命は台湾にも影響を及ぼし、台湾人に
も白話文を用いる運動があったが、優れた作品は生まれなかった。 
3、1931年（昭和 6年）のおおむね満洲事変（九一八事件）から 1941年（昭和 16年、同論文の発表
                                    












































































































                                    




















































10 回開かれた。帝展は文展の後継であり、文展は 1907 年に東京美術学院の正木直彦、東京大学の大塚













































































張我軍は、日本の社会主義者、山川均の『弱小民族の悲哀』（1926年 5月 16日から『台湾民報』第 105























































































































































































報』は 1923年 4月 15日に創刊、その前身は 1920年 7月 16日創刊の『台湾青年』であり、その後は時
勢の変遷と台湾本島の文化的な需要に応えて、『台湾青年』は改編して台湾文化協会の機関誌となり、
1922年 4月 10日には『台湾』と改称した。その後再び白話文を提唱して、1923年 4月に半月刊の『台
湾民報』が増刊され、その際、林呈禄が編輯局長と責任者を兼任し、黄呈聡を発行人、そして東京赤坂
区台湾雑誌社を発行所とした。1927年 8月 1日にはようやく日本当局の許可を得、第 167号からは台湾
での発行を開始した。『台湾民報』は、創刊号から第 7号までは白話文のみを用いた半月刊であったが、
1923年 11月 11日の第 1巻第 9号からは「季刊」に改められた。その後、1925年 7月 5日の第 59号か





ら、『台湾民報』はまた毎週日曜日発行の週刊となり、8 月 26 日の第 67 号発行時にはその発行部数は
すでに 1万部を突破し、台湾島内において第 3位に位置づけられる新聞となっていた147。日刊部数拡大
のために 1930年 3月、台湾民報社は台湾新民報社と合併、3月 29日発行の第 306号からさらに『台湾
新民報』と改称し、1932年 4月 15日から日刊発行の許可を獲得した。1937年、新民報の発行部数はす
でに 5万部を突破していたが、しかし日本当局が台湾で皇民化政策を推進したことにより、『台湾新民
報』も同年 6月 1日から中国語版の発行が廃止となり、1941年 2月 11日にはさらに『興南新聞』と改
称、1944年 3月 26日には台湾総督府が新聞統合政策をとったことにより、その他 5社の新聞と合併し
て『台湾新報』となったのである。『興南新聞』は 1944年 3月 27日に林呈禄の「停刊之辞」を掲載し、
『台湾青年』から始まった台湾人民の知能を啓発する出版物としての名誉ある使命を終えたのである。 
台湾新文学運動は、最も重要な『台湾民報』期に入った。その中でも重要なのが、張我軍が起こした
























































張我軍の旧文学批判に対し、旧文人も 1925年についに反撃を開始した。1925 年 1 月 5 日『台湾日日
                                    
149一郎「糟糕的台湾文学界」、『台湾民報』、2巻24号、（1924年11月21日）、6ページ 
150王敏川「獎勵漢文的普及」、『台湾民報』、2 巻15 号、（1924年12月1日）、1ページ 









































































































                                    
160蔡培火『新台湾の建設と羅馬字』、張漢裕主編『蔡培火全集六台湾語言相関資料（下）』、財団法人呉参連台湾史料基金会、（台北、2000年）、 
209-214ページ 





































                                    

































































































































































































































































































































                                    
188前非「對於建醮之感言」、『台湾民報』、2巻24号、（1924年11月21日） 
189簡順福「就此回的建醮而言」、『台湾民報』、2巻25号、（1924年12月1日） 
190劍如「對於稻江的考察（上）・（下）」、『台湾民報』、 2 巻 24 号 25 号、（1924年11月21日）（1924年 12月1日） 
191賴和「鬪鬧熱」初出は『台湾民報』68号、（1926年1月1日）、賴和著・林瑞明編『賴全集（一）：小說卷』に収録、前衛出版、（台北、2000 
年)、37－38ページ 


































                                    
193楊逵「模範村」彭小妍主編『楊逵全集 5巻小説巻﹙Ⅱ研究中心籌備處﹚』、國立文化資産保存、(台南、1999年)、100－106ページ 














































































































































































































新聞や雑誌も機運に乗じて現れた。例えば、1928 年 5 月に新文協により創刊された『台湾大衆時報』、
1930年上半期の『伍人報』、『台湾戦線』、『明日』、『洪水報』、『赤道報』、『新台湾戦線』など
のプロレタリア雑誌は、台湾プロレタリア文芸運動の前触れとみなされ、これらの雑誌は文学と社会主




























































































































































































































































































                                    
223 許極燉『台灣近代發展史』、前衛出版社、（台北、1996年）、422ページ 
224陳培豐「重新解析殖民地台灣的國語「同化」教育政策－以日本的近代思想史為座標」、『文化研究月報』25期、2003年3月25日2003 
































                                    



















徒数は激増し、1935年には修業 1～4年の国語講習所が 1600ヵ所あまりとなり、修了者数は 10万人を
越えた。その他にも修業年 3～6ヶ月の短期簡易国語講習所は 750ヵ所あり、修了者数は 3万 1000人を
超えている。台湾人の比率から言うと、当時の台湾同胞人口約 480万人のうち日本語の分かる者はおよ










































































































                                    
235賴和「惹事」、『南音』、1巻2号、1巻 6号、1巻9号、10共同刊号、（1932年 1月17日4月2日、7月25日） 
236一村は陳虛谷のペンネーム、「放炮」（上）『臺灣新民報』336号、1930年10月 25日、10ページ 
237一村は陳虛谷のペンネームである。 
（上）『臺灣新民報』 336 号（ 1930 年 10 月 25 日） 
（中）『臺灣新民報』 337 号（ 1930 年 11 月 1 日） 






























                                    
238呂赫若「牛車」、『文學評論』、 2 巻 1 号、 132-133 ページ、呂赫若著、林至潔訳「牛車」、『呂赫若小說 





















を踏んで行ったという経緯がある。1937（昭和 12）年4月 1日発行の『台湾時報』第 209号に掲載され
た「島内各事情」という欄に、「漢文欄の廃止」に関する報道がある。 
「島内新聞の漢文欄の廃止」島内の日刊新聞の漢文欄（東台湾新報には当欄なし）は、台





新報、台湾新聞、台南新報など 3 社は 4 月 1 日から廃止、台湾新民報は現在の漢文欄 4 ペ
ージを 4月 1日から半分に縮小させ、6月 1日からは全廃とする。その後、日本語欄を拡張
し先述の漢文欄と入れ替え、充実した内容でもって報道機関としての使命を貫徹し、また
一層の努力を期待する。また読者の皆様にはご容赦およびご理解を賜りたい。昭和 12 年 3
月 1日239 





 以上の「新聞社通告」は、同年 5月 1日の『台湾時報』第 210号に「日刊漢文欄廃止に関する総督談」
として掲載された。 



















いたため、その他の日報、雑誌は自ずと歩調を合わせるほかなく、これにより『台湾新民報』は 4 月 1
日から漢文欄を半分に縮小し、6月 1日には全廃したのである241。 






                                    
240「關於日刊漢文欄廢止之總督談」、『台灣時報』、210 号、「(國語普及紙面刷新紀念號)」、1937年4月1日 








































たことにより、同誌は 1936年 8月に停刊となった。一方『台湾新文学』は 1936年 12月、「漢文創作特
集」を出版しようとして総督府に禁止された。日本政府の言論規制の強化がはっきりとわかるようにな






























































































                                    








































































































































































5 日 1 日、張文環は『台湾公論』において「台湾文学雑感」を発表し、台湾文学が消極的であると批
評されたことに心を痛めたと肯定したうえで、心痛の本当の原因は台湾文学作品の質の低下にあるとし










































































































































































































































皇民文学の論争は 1944年 5月まで続き、『台湾文学』が 1943年 12月に停刊、『文芸台湾』も 1944
年 1月に発行を終了した。それに取って代わったのが台湾文学奉公会発行の機関雑誌『台湾文芸』であ
る。以降、台湾文壇台湾本土文化の声はここで途切れ、残ったのは翼賛皇民文学の作品のみとなった。
『台湾文芸』は、1943 年 11 月に台湾総督府が台湾文学奉公会の名義で台北で開催した「台湾決戦文学
会議」で登場した。その会議では、いかにして作戦進行を応援するかという議題に対して話し合いがな
された。会議中で提示された 2つの要求のうち 1つ目は、全ての台湾作家がこの戦争の立場を表明する
こと、2 つ目は『文芸台湾』と『台湾文学』の 2 誌を合併させることであった。会議において日本人作
家の西川満は、自分が編集長を務める『文芸台湾』を政府の作戦を進んで応援すると自ら示し、形勢を
訴えた。会議では最終的に全ての作家が必ず国家政策に協力し、共に皇民奉公運動を提唱すると決議さ
れたため、『台湾文学』が1943年 12月に停刊、『文芸台湾』も 1944年 1月に発行を終了した。『文芸
台湾』は 1944年 5月に発行が始まり、1945年 1月に廃刊されるまで合計 8期発行された。大きく雑誌
の内容を見てみると、各作家が発表した小説、詩、俳句、戯曲、散文随筆等各ジャンルが掲載されたほ
か、雑誌の中には開拓特集が組まれていることがわかる。例えば、1巻 2号の「台湾文学者総蹶起」、1





                                    




















































































































































































































































































































































































































































































                                    





















































































































































































































































































































































































 「糞リアリズム」論争は 1943年 2月に発生し、糞リアリズム論争期間中に「皇民文学」という言葉、
そして一層成熟した皇民文学の作品が現れた。最も早く「皇民文学」という言葉が登場したのは、1943
年 5 月西川満が『文芸台湾』6 巻 1 号に「文芸時評」を掲載したときで、この文章中で「皇民文学」と
いうスローガンが初めて叫ばれ、続く 6巻 2号でも引き続き「皇民文学」という言葉がみられた。続い
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